
とあるおっさんの四方山話 

第 18回 越えなかった国境の風景 

日本にいると、国境線というものを意識することがない。外国とは文字通り海外であり、
対馬で韓国を見たときは、日本国内にいながら外国を見たと言うだけで感動的であった。 
外国に行けば当然のことではあるが、国と国は国境線で接していることが一般的である。

しかし、海外出張や旅行に飛行機を利用することが多い現在では、国境線を跨いで越えると
いう経験は以外と少ないかもしれない。 
仕事で世界中を歩き回っている職員が多い農村工学研究部門の中において、筆者が行っ

た国は公私合わせても 20 ヶ国にも満たない。まして、陸路で国境線を越えたことはほとん
どない。ヨーロッパに旅行したときにドイツからスイスへ列車で越えたことと、あとはタイ
在任中に出張でラオスに何回か行ったくらいである。そんな筆者が国境に引かれた線の所
まで行きながら諸般の事情で越えなかった国境をいくつか紹介したい。そう言えば、バチカ
ンには行ったことがあるので、ここでは歩いて国境を越えているはずである。
一つは 4月の第 16回で紹介したベトナムと中国の国境、ここは道が普通にあるのに入管

のオフィスなどはない。したがって、国境を示す標柱を越えることを許可してもらうことも
できない。どこかの土地改良記念碑よりあっさりした国境の標柱の脇を地元の人は畑に行
くような格好で歩いていく。この先に農地があるとなると見てみたくなる性癖がある筆者
ではあるが、国境の向こうに畑が続いているのか、確かめに行くことはできなかった。機会
があったら、反対の中国側から来てみたいと思う。ベトナム側から一歩入るのは簡単そうに
見えたが、中国側からがこの場所に近づくことが可能かどうかはわからない。 

ベトナムから中国に向け畑を行く。尾根の向こうは中国 

国境自体の写真は第 16 回にあります。 
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その代わりという訳ではないが、北京から見て中国の反対側の国境には行ったことがあ
る。そこは万里の長城の東端、長城を建設した時代からここが東側の境と考えられていたと
言うことであろうか。その虎山長城という城に登ると、隣国の農地が見渡せ、一見平和な国
境に見える。国境は長城の直ぐ下にありそこには小川が流れていて、川べりに一歩跨という
碑がたっている。さすがに一歩では跨げないが、川をジャブジャブ行けば物理的には十分越
えられそうである。しかし、ここを地元の人は越えているということは多分ないであろう。
跨いだ先は北朝鮮、特に向こうから川に入ったらどんなことが起こるのか想像もできない。
しかし、見た目に緊張感は全くなく、川べりの碑の前は記念写真を撮る観光客で賑わい、手
前には土産物屋や食堂、観光農園まである。 

 
 
 
 
 
 
 
 

万里の長城東端、虎山長城から隣国を望む       一歩跨 小川の向こうは北朝鮮             

 
川をジャブジャブ行けば物理的には越えられるという国境では、タイとミャンマーとの

国境まで行ったことがある。ここは入管もあり、そこを通れば外国人でも川で濡れずにミャ
ンマーに入ることができる。川は街のまん中を流れていて、国境上で子供達が泳いでいた。
川で洗濯していた大人もいたが、この人が川の真ん中まで行くとどういう扱いとなるかは
わからなかった。 

 
国境の川で遊ぶ子供達              歩いて国境を越える人たち。 

駅の改札を通っていくよう。 
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筆者のタイでの勤務地からは 150 ㎞ほどでラオスとの国境であった。国道をまっすぐ行
くとメコン川に架けられた橋があり、出国手続きをしなくても橋の真ん中までは行けると
きいた。今はここに鉄道も引かれ、メコン川が国境になっている所には他にも何カ所か橋
が架けられているが、当時は唯一の国境の橋であった。橋の近くの街には、地元の人が使
う渡船場があったが、渡船を眺めながら川沿いの食堂で飲むビールの味はなかなかだっ
た。 

 

  
ラオスを望みながらの食事             川魚料理 大好物ソムタムラオももちろん 

                         ソムタムについては第 10 回参照 

 
メコン川沿いには、他にもポツンと入管のオフィスが建っている所があった。オフィスの

裏側にまわってみても、特に出国後の制限エリアがあるわけでもない。対岸とは小さな船が
行き来していたのだが、さすがに国境の河川、国旗を掲げていた。一方、陸続きになってい
る国境で、フェンスの向こう側にも市場があるところがあった。そこでは一言（タイ語で）
断ればパスポートなどなくても塀の向こうに行くことができた。 
長閑だった国境、今はどうなっているのだろうか 
 

 
税関は傘の下                    国際航路の船が着く      
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以前にも書いたが、筆者がタイで生活していた東北地方は、日本人観光客はあまり見かけ
ない場所である。そんなところを歩いている日本人旅行者を見かけると、筆者は必ず声をか
けるようにしていた。同僚から「日本語ガイドブックのとんでもないページを開いて揉めて
いるカップルを助けた。」などと言う話を聞いていたからである。 
声をかけられた人はたいていほっとした顔をする。しかし、先ほどのラオス国境の橋の所

で会った人はちかった。出張中の上司を入管事務所に見送って戻る途中、すれちがった中年
の日本人女性に「ご旅行ですか？」と声をかけると、「まあ恐ろしい！」とものすごい形相
で睨まれてしまった。国境で日本人を待ち受けるニセガイドかなんかと思われたのだろう
か？ 勤務先に戻ってそのことを同僚に話すと、絶対的に「とあるおっさん」が怪しい雰囲
気だからだと言われてしまった。その頃筆者は、街でタイ人にタイ語で道を聞かれることも
あったので、それだけ現地にとけこんでいたのだと自分では納得している。 
今はすっかり、日本人に戻ってしまった筆者であるが、徒歩か乗合交通機関で国境を越え

る旅、あこがれの一つである。 
 
今、もう一カ所陸路で国境を越えたときのことを思い出した。 
40 年近く前、広州から香港へ特急列車に乗ったことがある。現在、中国屈指の大都市と

して知られる深圳は、当時は経済特区に指定されて建設が本格化したばかり、田園風景のな
かに高層ビルが建設されていた。 
列車は機関車に引かれたまま、ゆっくりと国境の駅を通過した。その駅にあふれていた

人々の表情が忘れられない。人民服と自転車が圧倒的だった頃の中国である。 
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